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はじめに
十九世紀後半の児童文学作品、 エクト ール ・ マロ（HectorMalot, 1830 悶1907）の r家
なき子』 （原題：Sans famille） は、 普仏戦争が終結して約六年半後の1877年12月4
日から1878年4月19日まで、 自刊紙『シェー クノレJ (LιSiecle, 1836年創刊）で連載
されたのち、1878年 7 月に、 ダンテュ社から最初の単行本が出版された 1） 。この小
説は1869年に、児童雑誌『教育娯線住誌』（原題：地rgasin d 'education et de recreationラ














G·ブリュノ（Augus也記Fouillee, elite G. Bruno, 1833-1923）の 『二人の子どものフラン
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の知識を含みつつも、 冗長な記述を避け、 主人公の冒険と親探しに重点を置く、 より
文学的な作品であるという見方である5 ） 。 第二に、1870年代に相次いで上梓された
二つの旅物語の背景に、 ナショナリズムの高揚があることは認めつつ、 r家なき子』
の主人公は「アイデンティティを祖国ではなく家族に求めた 6 ） 」とする指檎である7 ）。





























敗戦の原因を道徳的 ・ 知的側面に求める知識人たちの声があがった 8 ） 。 このような意
見が、 穏健共和主義者たちによる 1880年代の初等教育改革を推進したのは明らかで
ある。 初等教育の「無償 ・ 義務 ・ 世俗jの三原則を法定した、 いわゆる「ジュ ール ・
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る 1 1） 。
マロも、普仏戦争の敗因を初等教育の不備に求める世論を意識していた。終戦直後、
















様である。 世｛創七した月申なき学校j の実質的な道徳教育の軸は、 神への信仰から祖
国愛へ推移したと言われる 1 5) 0 学習指導要領で「祖国と社会に対する義務j を教授
するように規定された「道徳」科だけでなく 1 6）、 地理教育、 歴史教育、 国語として
のフランス語教育、 国民的英雄を讃える唱歌を歌わせた音楽教育に至るまで1 7 ） 、 多
くの教科で、 祖国フランスへの帰属意識と愛国心の酒養が目指された。
初等教育で使用される教科書や児童文学作品がこの風潮の影響を受けないはずが
なかったO 教科書では、 エルネスト ・ ラヴィス（Ernest Lavisse 1842-1922 ）の歴史教
科書をまずは挙げなくてはならない 1 針。 「道徳教育と愛国心の教育、 まさしくここ
に、 初等教育における歴史教育はたどりつかねばならない 1 9) jと述べたラヴィスの
教科書では、 ジャンヌ ・ ダルク ヴェルサンジェトリクスなど、 危機に瀕したフラン
スやガリアを救ったとされる歴史的人物が英雄として記述され、 関訪に貢献し、 祖国
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のために自らの生命を犠牲にした徳が賞賛された2 0 ） 。 また、 ジャンヌ ・ ダルクの民
衆性が強調されるなど21 ） 、 一般的な普通の市民が、 愛国心を絢に祖国に殉じる姿が
美徳とされた。1870年代から1900年代に執筆された、26種類の歴史教科書について
分析した渡辺和行によると、 共和派 ・ カトリック派のどちらの教科書で、 あっても、 ジ
ャンヌ ・ ダルクとヴェルサンジェトリクスを英雄視し、 生徒の 「祖国崇拝jを促す記
述が前主することは共通していた2 2） 。
また、 同様の傾向をもっ 「道徳」科、 「公民J科の教科書も、 多くの版を重ねた。
たとえば、ラヴィスがピエ ルー・ ラロワ（PierreLaloi）という筆名で執筆した『道徳 ・
公民教育の第一年』（原題： LaPremiere anne e d'ins伽ction morale etcかique,1883）は、
父母 ・年長者・ 教師への服従を説くとともに、愛国主義的な歴史教科書を補う役割も
持った2 3 ） 。 同時期にポール ・ ベール（Paul Bert, 1833 四1886）が上梓した『学校におけ
る公民教育』 (L 'Instruction civique a l'ecole, 1882）は、共和国涼理と対独復讐も含めた
軍事的な意味での愛国主義を軸とした24 ） 。 それらの教科書では祖国に対する義務、
とくに国防の義務が強調された。
児童文学作品では、 P-J .スタ ール（P.-J. S凶え ヒ
。エ ノーhジュ ノーレ ・ エッツェル
の筆名）の『マルーシア』（原題： Maroussia, 1878）、 G ・ ブリュノの『二人の子ど
ものフランス巡歴』のニ作品を、 祖国愛を鼓舞する代表的な物語として挙げることが
できる。前者は、 コ サックの襲撃から身を挺して祖国のウクライナを守った 「子ども
のジャンヌ ・ ダルク 2 5) J 、 少女マルーシアの物語で、 あり、 『家なき子』とアカデミ
ー・ フランセーズのモンティヨン賞を競ったO 後者は1877年から1914年まで740万
部が手間リされたとし＼l;\ 26 ） 、 「義務と祖国」としづ副題を持ち、祖国愛を主題とした。
ロレーヌ地方の戦争孤児であるアンドレとジュリアンは、父親を喪った夜に秘密裡に
思境を越え、フランス国籍を取り戻すために親戚を訪れる旅に出た。二人 は最終章で





大きなシェアを誇った2 8 ） 。 児童の読み物に対する、 ナショナリズムの高揚の影響が
し 1かに大きかったかが分かる 2 9 ） 。しかし『家なき子』は、子どもの旅をテ マーとし、







普仏戦争と児童文学 ーエクト ー ル ・ マロf家なき子iにおける平和主義一
2. W家なき子Jと普仏戦争
2-1マロの普仏戦争の経験




二点挙げたい。 まず、 マロが1870年8月5日から1871年2月5日にかけ、 自らの見
開、 体験を記したノ ートである3 1）。 次に、 1871年11月から執筆が開始され、 マロ
自身によればf大砲の音がまだ吉分の中に鳴り響いているうちに3 2) J執筆された、
普仏戦争を主題とした小説『 ある負傷者の自想J （原題： Souvenir d'un blesse, 1872) 
である。 この小説の第一部では、 スダンの惨敗が書かれ、 第二部では、 国防政府指揖
下にあるロワ ール軍の戦闘と東部軍のスイスへの敗走を中心に筋が展開する。 とくに
第二部の主人公の移動の行程は、 戦争中のマロの足取りと重なる部分が多く3 3）、 作
者の実体験が反挟された可能性が高い。
マロは戦争中に次の行動を取ったO 1866年にドイツに旅行し、プロイセン軍を視察
していたマロは、1870年7月に宣戦布告がなされた時点で敗戦を予感した 3 4）。 「こ
れから、 この時代における最もすさまじい光景が繰り広げられる3 5) J時に、 自宅に
留まることに樹えられなかったマロは、1870 各三9丹、家族をジュネー ヴに避難させた
後、自らはパリに行こうとした。しかし、すで、に占領されていたパリ市内には入れず、
徹底抗戦を唱えたレオン ・ ガンベッタ（LeonGambe伽，1838 阻1882）に接触するためト
ウ ールへ向かったO しかしガンベッタとの面会も適わず、 その後はトゥ ーノレから移動
するロワール軍と行動をともにした。 その際の経験は次のように語られた。
私の自にしたもの それは無秩序という一語に尽きる。〔…〕政府内でさえも、
である。 何千もの決定がなされるのに、 どれーっとして遂行されない。 〔…〕ガ
ンベッタはお得意の宣言ばかりして、 その場の思い付きを美辞麗句に変えてしま








した。 その後1871年1月にジュネー ヴで捕えられ、 自宅があるパリ郊外のフォント
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f勝手rJ と伝える新聞記事、 指揮系統の機能不全と情報操作、 現場の兵士の混乱など
が描かれた3 7）。 マロはこの小説で、戦争による殺裁や略奪の惨状と、 指揮を執る皇











先述したように、 ジュ ーノレ ・ フェリ ー法では、教育内容の世俗化が図られ、 公民道
徳教育が従来の宗教道徳教育に代わり、 自然科学、 国語としてのフランス語、 フラン
スの地理 ・ 歴史の樹受も重視されるようになったO マロが『家なき子』を執筆したの





23日提出、 同年12月l民再提出）は、 「無償 ・ 義務 ・ 世俗jの三原則のもと、教育
組織の形態、までも検討した代表的な法案である41 ） 。 この二法案は1879年12丹にベ
ーノレ案にまとめられ 吸収された後、 フェリ ー法をはじめとした初等教育諸法のもと
になった4 2) 0 したがって、 当時マロが初等教育視学官を務めていたことも考え合わ
せると、 『家なき子』の執筆時期において、 初等教育改革の動きを把握し、 その内容
を小説に含むことは可能で、あったO
端的に言えば、 『家なき子』では、 フェリ ー法で規定された新ヰ教育のほとんどす
べてについて、 記述の量に差が認められつつも、 何らかの形で言及された。 つまり、
読み書き4 3）、計算44）、フランスの地理4 5）、フランスの歴史4 6）、 自然科学4 7）とい
った主要教科はもちろん、 法律上の常識4 8 ） 、 図画4 9）、 音楽5 0）、 体操（身体教育）
に関しでも 5 1 ）、 記述が見受けられる。 とくに自然科学に関する記述は多く、 小説の
全44章の内、11章において、 生物学、 気象、 地学、 物理学に関わる記述が見出され
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る。主人公は大人の登場人物から、鶴見的思考に基づき判断することの重要さを学び、

































話をしたいとすすみ出たj (SFL p. 24）養父の子として育つ。 第二部第九章ではフラ
ンス国内の旅行許可証を発行してもらっており、物語の大半でフランス国籍を持つ。
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つまり、 主人公はフランス人であり、 イギリス人で、あって、 国籍が不明瞭である。
さらに、 主人公は土地に対する帰属意識を持たない。 物語の官頭の、 養家のある村
の説明では、 「僕の村、 いや、 もっと正確に言えば、 僕には父や母だけでなく、 自分
の村や生まれた土地もなかったから、 僕が育てられた村J (S,月p. 4）と書かれた。 そ
して、 祖国に関しては 『家なき子』において、 次のような主人公の述懐がある。
「それではお前の祖国はどこなのだ」と読者は僕に言うだろう。 「お前に祖国が
あるのかjと。










述と同様に、 ヴェルサンジェトリクス、 ジャンヌ ・ ダルクなどの国防の英雄が含まれ
た 5 7）。 しかしf家なき子』には、 これらの教科に対応する記述において、 こうした
目的を想起させるものは存在しない。
地理教育においては、 土地の描写や説明の記述に偏りがあり、 主人公が通過する地





なき子』の中でただ一人記述された歴史上の人物、 ジョアシャン ・ ミュラ（Joachim
Murat, 1767-1815）についての主人公とヴィタリスとの遣り取りは、歴史教育の場面を
なす 5 8）。 しかしミュラは、「人々が英雄に仕立てあげ、村にその名前をつけた」 （SF],
p. 95）人物である一方で、 「何千人もの兵士を死なせた男J (SFI, p. 95）であると書
かれた。 つまり、 『家なき子』に議場する「英雄jは菌防の英雄ではなく 5 9）、 「英
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と不幸。 祖国と社会に対する義務jが規定され、 「公民j科では 「国一一立法権、執
行権、司法権j が規定されて、祖国に対する道徳や、国についての知識の耕受が含ま


















































マチアはイタリア人だったO 彼ののん気さ、 愛矯、 思難にぶつかった時、 怒った








たちはとても仲良くやっていけたことである。 (SFII, p. 54) 
マチアと主人公には「出身地、 民族性jの違いに起因する性格や考え方の違いがあ
り、 二人が「ほとんど似ていなかった」おかげで仲良くでき、 親友になれたというこ
とが語られる。 この記述には、 現代から見れば、 fフランス人」と「イタリア人Jに
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ないだろうかj (SFII, p. 253）と考え、 マチアから英語を習い、 外国語の学習が 「分
かり合うJためであることが示された。
また、 物語の中で、 主人公の師匠ヴィタリスはフランス語、 英語の他にイタリア語
が堪能であり、 彼の教斉を受ける主人公は、 次第にイタリア語も解するようになる。
物語の前半部、第一部第十七章で、マチアと出会った時には、 fイタリア語をよく学ん
だので、イタリア語で言われたことはほとんど全て理解できるj (SFJ, p. 258）が、 f 自











のが妥当であろう。 しかし、 ただーか所、 小説内に 「ドイツJという言葉が現れる。
それは主人公の師匠ヴィタリスから主人公への、 次 のような言葉においてである。
お前をドイツへもイギリスへも連れていってやろう。 そうやってお前は大きくな
り、 知識も広くなる。 私は多くのことを教え、 お前を一人前の男にする。 〔一・〕
その旅のために、私はすでに英語、フランス語、イタリア語をお前に教え始めた。
(SF!, p. 250) 
この引用で、 ヴィタリスは主人公にドイツへの旅の計踏を語る。 この計画は、 ヴィ
タリスの死により、実行されることはなかったO しかし、ドイツへの旅は主人公が「大
きくなり、 知識も広くなるJため、 また 「一人前の男lこするJために存用であること
がヴィタリスの言葉を通して示された。 つまり、 ドイツも、 かつてのフランスの敵国
としてではなく、 見聞を広めるべき一つの外国として提示された 6 2）。
このように、 祖国愛や対独復讐感清を想起させる記述の自避、 軍事教育や戦争に関
する記述の欠如、 他国民と共生と相互理解を示す内容から、 『家なき子Jは反戦的な
傾向を持つ児童文学作品で、あり、 フランス、 イギリス、 イタリア、 スイス、 そしてド
イツなど、 西ヨ ー ロッパの国々における、 人々の共生や相互理解を促す内容を持って
いたと考えられる。
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5. マロの他小説における戦争批判
マロの反戦的、平和主義的な考え方は、1870年代に書かれた他作品にも看取できる。
その作品とは、鰯肩小説「アルザス女J （原題：« Alsacienne », 1873) 6 3）、本稿第二
章で、も言及した長編小説『ある負傷者の田想』である。
「アルザス女」は徴兵忌避の物語である。 この作品は、マロが所属していた文芸者
協会（Soci紙des gens de let民s）が編纂した鰯肩集『捧げもの一一アルザス人とロレー
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元の生活のすべてを失った主人公は、復讐心から「祖国と名誉を守らねばならない 6 7) j 
と思い、パリが占領されても抗戦を唱えるレオン ・ ガンベッタを「祖国を救うために











戦場で、の敵味方のほ別のない救護活動はマロの他小説にも見受けられ、パリ ・ コ ミュ
ーンを題材とした『テレーズ』 （原題： Therese, 1876）でも、主人公が開設した野戦




















聞に生まれる友情 ・ 愛情こそが、脳象、社会断及、国籍を起越し、両者を兄弟 ・ 家族






























使用し、引用の際は括弧内に示す略号を用いる。Hector Malot, Sans戸mille, tome premier, 
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E. Derr弘s訟iとme“i tion,1879 (SFJ) . Heeね rMalot, Sans famille, tome second, E. Dentu, 
sixiとme edi託on,1879 (SFJJ) . 





2) 契約の文書は以下の通りである。 「エクトーノレ・マ 口氏は、 エ ッツェノレ社のた
めに、児童 用、あるいは青少年用のこ音問：蕎成の作品を執筆するものとし、作品の分量
は全体としては 『ハトラス船長Jと詞じくらい、つ まり、 十八折り版の二巻本に相当
する分量とする。 この作品には、二部にふさわしい、以下のような仮の、 または最終




になるような方法で描き出すものとする。 〔…〕 『教育娯楽雑誌』 における連載に対
する稿料は一行二十サンチームとし、 また［（筆者註）単行本の］出版に際して稿料は
約二千フランとする。 」この契約書については、イヴ・パンセの博士論文に複写が掲
載された。 Yves Pincet, Sentiments, education, humanitarisme, dans l'rEuvre romanesque 
d’'Hector Malot.，官吟se de doctorat, Unive路 itるdeRouen, 1993, p. 763. 
3) エ ッツェルとの契約締結以降の、『家なき子J執筆の経緯は以下の通りである0
1869年10 月から 1870年3月、 または 4丹までに、 マロ は一度 『家なき子』 の第一
巻を執筆し、エ ッツェルの前で、朗読したO しかしエ ッツェノレは、児童虐待の場面、炭
鉱の場面の一部など、社会問題や宗教論争に関する記述に難色を示し、改変するよう
マロに要求した。 マロは この改変要求に納得できず、執筆を一度中断した。 その軒高
は、炭鉱の場面以外はすべて、戦争中に失われた。 『家なき子Jの執筆は 1876 年ま
で保留されたが、 エ ッツェノレとの対立は解消されず、 1877年9月、 『教育娯線住誌J
から『シェークノレ』紙への掲載紙の変更を含む大幅な契約変更に奈ったO その後、1877
年9月から 1878年4月にかけて、作家の執筆の自由が完全に保持された状態で、 新
たに執筆が行われた。 Hector Malot, Le Roman de mes romans, 1896, reediteおm les 
Cahiers Robinson, n° 13, Presses de i’Universite d’Artoisラ 2003ラ pp.95” 99.«Notes manuscrites 
d’Hector Malot », Cahiers Robinson, n° 13, Presses de l'Universite d’Artois, 2003, pp. 263同264.
Agr詰s Thom諮問Maleville , Hector Aゐわt - L'Eaかαin au grand crEUηEditions du Rocher, 
2000,pp. 170鵬 171.
4) たとえば、 マルク・ ソリアノのフランス児童文学研究の古典的著作 『フランス
児童文学ガイド』の中では、この小説のfフランスを旅する子どもJというテーマが、
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1871年の敗戦に よるアルザスとロレーヌの喪失以降、エノレネスト・ ラヴィスの歴史教
科書に見られるようになった愛国主義の流れの中に位置づけられた M訂C Soriano, 
Guide de litterature pour lajeunesse, 1959, reed. Delagrave, 2002, p. 380. 
5) Ibidリ p.380.Pa回ck Cabanel, Le Tour de la nation par des eηfanお － Romans’ scolaires et 
espaces nationaux （笠宮官_ _x:ye siecle以Belin, 2007. p. 270.佐藤宗子『「家なき子J の方組、
平凡社、1987、pp. 291-305. 末松氷海子 『フランス児童文学への招待J、西村書店、
1997、pp.82刷83.
6) 末松氷海子、 前掲書、p.84. 
7) 私市保彦『フランスの子どもの本』白水社、2001、pp.117-121.佐藤宗子、前掲
書、pp.298-299. 
8) 南允彦「 前期第三共和制（一八七0－一九一四年） J 『現代フランス政治史』
ナカニシヤ出版、1997、pp. 16-19. 今野健一「フランス第三共和制における共和主義
教育の確立と国民統合： 一八八0年代教育改革におけるライシテの意義月一橋論叢』、
第112巻第l号、1994、p.107. P. Baral, Les Fondate附de la Troisieme Republicラ Paris,
A.Co泊L 1968, p. 206. 
9) 「ジュ ーノレ・フェリ ー 法J とは、正確には「無償を定める1881年6月16院の
第ニ法律J 、及び、満六歳から満十三歳までの男女児童の就学義務と 小学校の教育課
程と管理面で、の世俗化を図った「1882年3丹28 13の 法律J を指す 。以下かぎかっこ
抜きで、ジュ ーノレ・フェリ ー 法、または、フェリ ー 法、と表記する。






23条は、これを廃止する。 j O.Gr，釘d, La Legislation de !'ins伽ction primaire en France 
depuis 1789 jusqu ’d nos jours, tome V, imp出ne丘e deDelalain 金紅白ラ 1898, p. 417. 
1 1) Pierre Albertini, L 'Ecole en France Xl)(_e-_xxe siecle, Hachette, 1992, pp. 7ト97.Mona
Ozouf, L 'Ecolιf ’'Eglise et la Rφublique 18刀－1914, Seuil, Editions Cana/Jean O缶·edo, 1982, 
pp. 119聞121.
1 2) Hector Malot, Le Roman de mes romans, op.c久p.120.
1 3) 南允彦、 前掲論文、pp.22-24. 
1 4 ) Maurice Crubellier, L 'E；弓fance et lα jeunesse dαm la societe j均u;aise 1800-1950, 
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年にパリ第5区で初めて編成され、 1882年7月6日の政令で規定された学童大隊は、
十二歳前後の男子200名を 一大隊とし、木曜日と毘曜日に軍事耕廉の実施が許可され
た。 革命記念自等の行事の際には、 公開訓練や行進を 行ったO 学童大隊は1892年に
廃止された。
1 5) 今里子健一、 前掲論文、pp. 107-108. Mona Ozou丈 op.cit.,pp. 111-115. 
1 6) 1887 年の学習指導要領で規定された、 初等科中級課程（九才、 十才）におけ
る「道徳J科の教育項目は以下の通りである。
「I：家族における子ども。 再親と祖父母に対する義務。 一一服従、 尊敬、 愛情、 感
説丸 一一両親の仕事の手伝いを する。 病気のときの看護。 老後は援助しに行く。
兄弟姉妹の義務一一互いに愛し合う。 年長者は年少者を守る。模範的行為。
使用人に文せする義務一一礼儀正しく、 親切に接する。
学校での子ども一一勤勉、 素直さ、 労働、 礼儀。 一一教師への義務。 一一仲間への
義務。
祖国一一 フランス、 その栄光と不幸。 祖国と社会に対する義務。
H：自分自身に対する義務ー…身体：清潔、 質素、節制。 酪町の危険。 アノレコ ール中
毒の危険 （知性、意識の薄弱化、 健康を 害する）。 体操D
財産一一倹約。借金を避ける。駒専への熱中の害。 過度に金銭に執着しない。 浪費と
喜奮。労働（時間を無駄にしない、すべての人のための労働の義務、肉体労働の尊さ）。
魂一一正直と誠実。決して嘘をつかない。個人の尊厳、 自分を 尊 重する。 一一謙遜：
欠点に目をそらさない。 …一倣慢、虚栄、 こび、軽薄さを避ける。 一一無知、 怠J楕を
恥と思う。一一危険や不幸における勇気、忍耐、進 取の精神。一ーかんしゃくの危険。
優しく動物に接する。 動物を無駄にいじめない。 一一 グラモン法、 動物愛護協会。
他者に文すする義務一一公正と慈善（自分の欲せざることを他人になさず、 欲すること
を他人になせ）。 一一他者の生命、 人格、財産、名誉に危害を加えない。 一一親切、




F. Mutelet et A. Dangueuger, Programmes officiels des ecoles primaires elementaires, 4 eme 
edition, Hachette, 1912ラpp. 54-59. 
1 7) Michとle Alt1とne ラ 《 Un siとcle d’enseignement musical a l'ecole primaire », Ving.白＇eme
SiedιR白羽e d’'histoiriιNo.55 ラ1997 ラp. 5.
1 8) 歴史教育は、 国民意識や祖国愛の酒養にと りわけ重要であるとされた。 エル
ネスト・ノレナンは、 「国民とは何かjという1882年の演説において、田氏性を種族、
利害、 宗教的類縁性、 地理、 軍事的必要などによって規定する考えを非難する
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ると述べて、過去（歴史 ）に関する共通認識を国畏性を 規定する重要な要素とした。
エノレ ネスト ・ ルナン、鵜飼哲訳「国民とは何か」 、『国民とは何か』河出書房新社、
1997、 p.61. 
1 9 ) Ernest Laviss丸紅t.《 E五stoire », Dictionnaire de pe1ぬrgogie et d'instruction primaire, 
Partie 1, Tome 1, publie sous la direction de Ferdinand Buisson, Hachette, 1882, p. 1271. 
2 O) 古賀毅 fE.ラヴィスの歴史教科書と国民育成一一第三共和政期における歴史
教育の機能と内容j『日仏教育学会年幸同第5号（通号27号）、1999、pp.393鵬396.
2 1) 古賀毅 f国民育成教青における歴史的英雄の耕オ化一一道徳的モデ
、
ノレとして
のジャンヌ ・ ダルクに関する記述を中心に」『学術研究（教育 ・ 社会教育 ・ 体育学編）j 
側面田大学教育学部）、第49号、2001、pp.2ト27.
2 2) 渡辺和行「英雄とナショナノレ ・ アイデンティティーー第三共和政フランスの
歴史教育とナショナリズムj『ネイションとナショナリズムの教育社会史』昭和堂、
2004、 pp.314田316.
2 3) ヒ。エール ・ ノラ、渡辺和行訳「ラヴィス 国民の教師一一共和国の福音書『プ
チ ・ ラヴィス』j f記憶の場』第二巻、岩波書店、2003、p.326. 大津尚忘f第三共和
政期の道徳 ・ 公民教科書分析J 『日仏教育学会年幸則第10号（通号32号）、2004、
pp. 155-157. 
2 4) 大津尚忠、前掲論文、pp.157曲目8.
2 5) P.-J. S匂M，んfaroussia, d'apres une legende de Marlw WovzoιParis, Biblio血とque














の文献に詳しい。 Francis Marcoin, Librairie de jeunesse et littera的re industrielle au ){J)(! 
siecle, Honore Champion, 2006, pp. 597叩668.Alain Fourment, Histoire de la presse des jeunes 
et des journaux d'el?,向nts ρ768-19＆り，Edition Eole, 1987, pp. 123四128.
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3 0) 1869 年にエッツェノレとマロが交わした契約において、「フランスの鞘教や産業
を示す一種のフランス一覧図になるような方法で描き出すJ と約束された。科高注2)
参照。
3 1) このノ ー トは未出版であるが、その一部が以下の三つの文章に引用されてい
る。 A伊とs百1omas-Maleville, Ecriναin au grand cmur, op. citリ pp. 140同148; Agnとs
百10m節目Maleville， 《 Hector Malot, chroniqueぽ de guerre engage 》 Historia, n°599, 1996, pp. 
30国33;C註is臨Delahaye, « Preface », in Heeぬr Malot, Souvenir d'un blesse, 1872, reediteおns
<Euvre d'Hector Aゐlot - 2ラ collection dirigee p訂 Francis Marcoin, Encrage editionラ 2012,
pp. 5-12. 
3 2) Hector Malot, Le Roman de mes romans, op.cit., p. 50. 
3 3) 科高第 5 章で、は小説の主人公の移動の併呈について言及する。
3 4) A伊お立10m俗嗣Maleville, Ecrivain au grand C(EU円 op.clムp.140.
3 5 ) Hector Malot, cahier inedit du 5 aout 1870, cite白ns Agnとs百10m：出回Maleville,
《 chro血中eur de guerre engage », op.cit.ラ p.31. 
3 6) Hector Malot, cahier inedit du mois de novembre ou de decembre 1870, ci話ゐnsA伊お
百1omas岬Maleville，《 chroniqueur de guerre engage », op.cit., p. 32. 




た資料をもとに執筆しなくてはならない」と反論した。 Emile Zola, Article paru dans La 
Cloche du 23 mai 1872, recueilli dans Emile Zola, <Euvres completes, edition etablie sous la 
direction d官enri M社erandラ わme 1 o
e, Cercle du livre precieuxラ ed.Claude Tchou, 1968ラ p.949.




時政府の指揮系統の乱れが記述された。 Hector Malot, Souvenir d'un blesse, op.cit., 1872, 
pp.83ラ 255-257 et 261. 
3 9 ) !hid, pp. 279-284. 
4 0) !hid, p. 281. 
4 1) 槙原茂「フランス公教育確立期の世論形成一一〈教育同盟〉の活動を中心と













4 3）注4 3）から5 1）までは、 各教科教育に相当する『家なき子』の記述を例示








間に、 僕はついに本が読めるようになったO J (SFL pp. 84 欄87)
4 4) 「僕の革の財布の中には、 百ニ十八フランの貯金があったO パルプラン母さん





だ。J (SFIL pp. 14ト142)
4 5）作品全編を通じ、 フランスの多数の都市、 イギリス、 スイスを移動する、 主人
公の旅そのものが地理教育となる。通過する都市は本稿注5 5）を参照。
4 6) 「『その男はミュラと言つてな、 英雄に仕立てられ、彼の名はこの村の名前に
























と同じことだ。J (SFil, p. 75) 
4 8) 「暖かい空気が顔にかかり、 人々のざわめきが関こえた。僕が入っていくと、
そこは小さな演壇のようだ
、







を着てかつらをつけた人物がいたO 僕の弁護人だ。 J (SFII, pp. 35ト352)






5 0) 「当時の僕には、 歌が上手か下手かということや、 技巧が凝らされているかど
うかは判断で、きなかったO しかし僕に言えるのは、 ヴィタリスの歌い方が僕の中に引
き起こした感情である。舞台の隅に引っこんでいた僕は、泣き崩れた。J (SF!, p. 238) 
5 1）「結局のところ僕は 何かを学んだし、同時に長い間道を歩くことも覚えた。〔…〕
お師匠さんと一緒に戸外の厳しい生活をするうちに、 僕は足も腕も強くなり、肺は発
達し、 皮膚は鍛えられ、 寒さも暑さも、 日差しも雨も、 痛さ、 ひもじさ、 疲れも平気
で耐えられるようになったO J (SFJ, p. 91) 
5 2）たとえば、 『家なき子J第二部第四章で、 主人公が炭鉱の出水事故に巻き込ま
れ、 炭鉱内に関じ込められる場面では、 主人公に吉然科学教育を授けた議場人物が、
科学的な考察と客観的な判断により、被災者たちの「指導者J (SFII, p. 82）となったO
反対に、その場で 「炭鉱の神様j (SFII, p. 73）の怒りによる「大洪水J (S,刀Lp. 73) 
と「世界の終末J (SFII, p.73）に怯え、神に祈る者の意見は、「役に立たない泣き
(SF!!, p. 72）とされた。
5 3) 『家なき子』で、提示される公民道徳教育の三つの軸と、 具体的な教訓に関する
挿話については、 以下で詳細に論じた。拙論、 前掲1 f家なき子J、その原典と初期
邦訳の文化社会史的研究J、pp.70-103.
5 4）マロは『家なき子J以外にも rロマン ・ カルブリス』（1867年）、『家なき女財
（ 原題： En Jamillι1893）とし 1った児童文学作品を発表し、そこでもまた、 自然科学




村、 ユセル、 ドルドーニュの谷、 サン ・ テミリヨン、 ボルドー、 ランドの森、 ポ一、
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トワルーズ、カルカソンヌ、ベジ工、 ミディ運河、セート、 リヨン、ディジョン、ト
ロア、 パ リを通 る。 第二部では、 パ リを出発後、 コルベイユ、 フォンテーヌブロ一、
オノレレアン、 モンタルジ、セヴェンヌ地方の炭鉱都市、マンド、 オーヴェルニュ地方
の温泉地、ユセノレ、リムーザン地方の小村、オー ビュソン、モンリュソン、ドシーズ、




5 6) 山田敬子 「十九世紀フランスにおける国籍法と外国人規制」 『学習院史学』
第35号、1997、pp.92四94. なお、1889年の国籍法で出生地主義に改められた。
5 7) MichとleAlt恒久 op.cit.,pp. 4-5. 
5 8) 本稿注4 6）を参照。
5 9) 『家なき子』 では、 ミュラについては社会的上昇を自力で 果たしたことに対





る義務、軍隊、税、社会保障。 コ ミューン、 市町村長、 市議会。 県、知事、 県議会。
国、立法権、執行権、 司法権。 J
生活の決まりや行動規範を示す「道徳、J 科に対し、 「公民j科の授業は制度や義務、
権利に関する知識を耕受するものとされた。 F. Mutelet et A. Dangueuger , op.cit., pp. 
22-25；フランソワ ・ オーディジェ「道徳 ・ 公民教育」、石堂常世編『フランスの道徳 ・
公民教育に関する総合的研究資料集』、 平成2 年度文部省科学研究費補助金（総合
研究A）研究成果報告書、1991、p.94.
6 1) 『ロマン ・ カルブリス』 第五章において、 ピオレル氏は主人公のロマンに、
フリー ラントの合戦におけるロシア軍の砲撃の凄まじさを説明する中で、自分が戦場
に咲いていた花を摘もうとかがんだために間一髪で砲撃を免れ、戦友は皆殺しにされ
てしまったという話を語った。 He ctor Malot, Romain Kalbrぜ:s, He位el et Cie., 1869 , 
pp. 5ふ57.
6 2) マロは、1875年にフォントネー＝スー＝ボワの小学校に通うようになった自
分の娘に、 ドイツ語の教育を希望し、 学ばせた。 Mairie de F ontenay-sm謡曲Bois, Hector 
Malot 1830-190えび1 ecrivain fontenay,」『ien, hnp出nerie municipale , 2003, p. XL 
6 3) He ctor Malot, « Alsa cienn e »，血So ciete des gens de le位es,L'Q伊＇（］nde: aux Alsacien:s et 
aux Lorrains, Librairie de la So ciete des gens de le位es,1873,pp. 167”180. 
6 4) Ibid., p. 173. 
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6 5) « Lois sur le recrutement de l'armee, du 27 juillet 1872 »,J.B. Duvergier, Collection 
compl色'te des lois， 必cγets，。γdonnances，γ主glements, et αvis 伽 Conseil d ＇由民tome 72ラ
Directeur de l ’Adminis回tion,1872, p. 333. 
6 6 ) Hector Malotラ Souvenir d'un blesse, op.cit, p. 30. 
6 7) Ibid p. 144. 
6 8) Ibid p. 148. 
6 9) Ibid. p. 123-125. 
ア0) Hector Malot, Therese, 1876, reed., Flammarion, s.d. (veぉ1900),pp. 72-73. 
7 1） 拙論、前掲「『家なき子J、その原典と初期邦訳 の文化社 会史的研究j 、pp. 85-90. 
対等な友需を抱くことこそが、人と人を 兄弟として結び付ける、 とい う考え方が物語
の中で繰り返された。その一例としては、主人公がパリでとも に暮らした アキャン家
の兄弟姉妹たち に対し次のよう に書かれた。fこの男の子たちが僕の兄弟になるのだ。
かわし，1.; vJ，さなリーズが僕の妹 になる のだ。 〔…〕たしかに彼らは血を分けた 兄弟姉
妹で、はなかったO でも、友情に よって そうなれる だろう。J (SFJ, p. 301) 
7 2) マロが児童の生命 ・ 健康 ・ 身体を大切に考えていたことは、児童虐待や、父
権の怒意的な行使、児童保護事業の不足に対する5齢、批判を、 『家なき子』において
表現した点からも判明する。指稿「十九世紀フランスにおける児童の権利に関する問
題提起…ーエクト ール ・ マロ『家なき子J] (1878年）をめぐってj 『児童文学研究L
第50号、2018、pp. 87-103. 
7 3）拙稿、 前掲 「十九世紀児童文学における学校教青社詳出 、pp. 115-116. 
7 4 ) Christien Amalviラ 《 Les Guerres des manuels autour de 1
’ecole p出naire en France 
(1899-1914) », R白羽e historique, 103e annee, Tome 262, 1979ラ pp. 362-369. 
7 5) 『家なき子』のドイツ語の翻訳は Heimatlos の訳題で1893年には出版されて
いたことが確認された。また、1880年代末から 1890年代に、ロンドンのアシェット
社からは三冊の小学関紗開読み物が出版されていることが嬬忍された。（ ドイツ語）
Hector Malot, Natalie von Rfunelin, Heimatlos : Roman 的 3Bdnラ Engelhomラ 1893. （ 英語）
Hector Malot, Cαrpi et sαTγvupe : episode de “ Sα＇ns famille. ” Selected Jo；γuse in English 
schools, Edited with gri印筑間 α託ca/and 邸planatory notes，αnd αFγench-English voeαrbulαηl, by 
F Tarv何百ache社e et Cie.ラ 1888. Hector Malot, Remi et ses am玩 episode de “Sans famille ". 
Edited by J. Maurice Rey, Hachette et Cie., s.d. (1897) . Hector Malot, Remi en Angleterre : 
episode de “おmfamille ". Edited wi也担仕uduction,grヨmma討cal and explanato巧f notesラ and a 
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修正・執筆したものである。
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